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一般社団法人 日本写真測量学会 関西支部 

『第 19回 若手技術者・研究者による技術研究発表会』開催報告 

 

日本写真測量学会関西支部では，2023 年 9 月 8 日（金）に『第 19 回 若手技術者・研究者によ

る技術研究発表会』を大阪公立大学 I-site なんばにて開催しました。参加者は 48 名（うち，学生 19

名・一般 29 名）でした。本発表会は，空間情報の生成・利用・応用のあらゆる分野に携わる 35 歳

以下の技術者・研究者の発表技術向上と研究発展に資することを目的としており，さまざま応用分

野でのユニークなテーマで 17 件の発表と活発な質疑応答が行われました（次々頁以降の発表要旨

と発表概要を参照ください）。 

プログラムは，①研究に着手したばかり，あるいは研究の方向性の検討段階での発表の「萌芽的

研究」（セッション 1），②実務業務内容等の報告，新技術の利用，実務を通じてこれまで経験され

てきたことや法規制度等に対する論説を対象とする「研究・技術報告」（セッション 2），③論文等

の執筆に向けた今後の取りまとめについての発表及び討議する「研究・討議」（セッション 3,4），

の 3つのグループで構成しています。また，発表・質疑の時間を 1件につき 20分当てており，活

発な討論ができる点も本発表会の特徴です。なお，今回は，タイペイにて開催されるアジアリモー

トセンシング会議（ACRS2023 in Taipei, 10/30-11/3）での発表予定者より，英語によるプレゼンテー

ションが 2 件ありました。 

「萌芽的研究」（13~15 分発表，7~5 分質疑）では，まだ研究半ばの段階でありながらも，背景

や目的の設定，データ処理や解析手法，結果および考察に至るまで，丁寧に分かりやすくまとめ

られており，今後の展望まで言及されていました。今後の研究発展を期待して，有意義なコメン

トをたくさんいただきました。「研究・技術報告」（10 分発表，10 分質疑）では，山間地における

災害現場や河川横断測量における UAV／航空機レーザ技術の作業効率化に関する事例，3D 都市

モデルの整備に関する空間情報技術の活用事例，簡易測量における効率的かつ高精度な GNSS位

置情報取得とその活用に関する報告がありました。会場からは多くの質問や指摘など質疑も非常

に充実した時間となりました。「研究・討議」（15 分発表，5 分質疑）では，建設作業現場，耕作

地，道路用地などの現場レベルから，都市や観光地などの地域，さらには大陸スケールにおける

様々な課題に対して，空間情報技術の基礎から応用，統合的利用に至るまで，幅広い分野での発

表が 10件ありました。いずれも，数年間，必死に取組んできた研究成果を多くの人に伝えたい気

持ちが強く発表に現れていました。質疑では，あえて厳しい質問を投げることもあり，発表者と

の活発な意見交換ができました。発表者みなさんの今後のご活躍を祈念いたします。 

会の終了後，本支部役員の審査に基づいて，以下の方々に「優秀研究発表賞」と「国際学会発

表奨励賞」を熊谷樹一郎支部長より授与しました。なお，「優秀研究発表賞」受賞者の発表内容に

ついては，概要 1 頁をそれぞれ掲載しておりますので，そちらも併せてご覧ください。 

 



優秀研究発表賞 

小林 知生 (京都大学大学院） 

宇田 航希 (東京農工大学大学院） 

研谷 朋花 (京都大学大学院） 

三宅 翔平 (株式会社パスコ) 

河野 大志 (国際航業株式会社) 

 

国際学会発表奨励賞 

寺西 由夏 (京都大学大学院） 

床井 晴香 (摂南大学大学院） 

 

  

優秀研究発表賞受賞者および国際学会発表奨励賞受賞者と熊谷支部長 

 

 

発表会場の様子 

 



『第 19回 若手技術者・研究者による技術研究発表会』 

発表要旨（◎は優秀研究発表賞の該当者を表し，別ページに発表概要を示す） 

 

セッション 1 萌芽的研究                             

北野 美怜（東京農工大学大学院）「林内光環境の連続観測に基づく葉面積指数の推定手法に関する比較・検討」 

森林資源の適切な管理を行うためには現存量や純一次生産量の長期的な把握が必要であり、その際、葉面積

指数(LAI)は重要なパラメータである。LAI推定手法には直接法と間接法があるが、林内光環境から推定する間

接法は、連続的な観測が可能である。そこで、本研究では落葉広葉樹林、常緑針葉樹林、混交林において複

数手法の光環境観測に基づく LAI の時系列推定を行った。この結果を直接法によって計測された LAI と比較

することで、地上での最適な光環境観測手法の確立を目指す。また、林床での光環境観測における葉以外の

幹や枝の影響についても考察する。 

 

白石 彩乃（摂南大学）「令和 2年度における人口分布の空間特性と人口密度との比較について」 

我が国では少子高齢化に伴った人口減少が進行しており、都市の集約化を目指し国土交通省では「コンパク

ト・プラス・ネットワーク」の施策のもと、都市構造を変化させていく段階にある。そのため人口の分布状態につい

て中長期にわたったモニタリングすることが望まれている。著者らはこれまで人口の空間的自己相関分析に基

づいた空間スケールの分析手法を開発・定義してきた。本研究ではこの手法を用いて、令和２年度の空間的な

人口の広がりと、実際の人口密度との比較を検証した。 

 

三村 香織（東京農工大学大学院）「ひまわり 8/9号観測による雲被覆を考慮した下向き長波放射量推定の試み」 

熱収支・水収支のエネルギー源である正味放射量を構成する要素のひとつに、下向き長波放射量(L↓)がある。

国内で基準地上放射観測網に登録されている L↓の観測所は 5 地点のみであるため、その他の地点では水蒸

気量および 1 日の日照時間から L↓が推定されてきた。しかし、L↓は気温や雲量に依存し、1 日の間で大きく変

動する。さらに、短波放射のない夜間においては入力放射が長波放射のみになるため、日中と夜間を区別する

必要がある。そこで本研究では、ひまわり観測データを用いて、雲被覆を考慮した L↓の 1 時間値推定を目指す。 

 

セッション 2 技術・研究報告                                  

月森 朋和（復建調査設計株式会社）「測量における 3Dデータの利活用」 

近々のいくつかの業務で、UAV、地上型レーザスキャナを用いた測量を行った。これらの測量でどのようなデー

タが得られ、どのような成果物を作成したのかをご紹介する。また 360°カメラを補助資料作成に利用し、発注者

や第三者、設計担当者等に測量対象地域の状況をストリートビューのように見せ、現地状況の確認を行った一

例もご紹介する。 

 

上原 恵美（国際航業株式会社）「航空レーザ測深を用いた河川定期横断測量のあり方について（淀川下流域

の事例）」 

従来法による河川定期横断測量の代替手法として、危険を伴う河道内での作業を軽減できる航空レーザ測深

による河川定期横断測量が確立してきた。しかしながら、航空レーザ測深は、河川の状況によって得られる結果

が大きく異なるため、河川ごとの特徴を理解したうえでの航空レーザ測深の実施が重要である。 

本発表は、淀川河川事務所で実施した淀川下流域の航空レーザ測深を用いた河川定期横断測量の結果をも

とに、航空レーザ測深の照射密度や計測時期、河川の状況について考察することで、今後、淀川下流域で航

空レーザ測深を実施する際に望ましい条件を検討した結果を報告する。 



◎三宅 翔平（株式会社パスコ）「ユースケース開発を見据えた 3D都市モデル（LOD2建物）データ整備の取組み」 

 

◎河野 大志（国際航業株式会社）「傾斜補正機能付GNSS受信機を用いた現地作業における有意性の検討」 

 

セッション 3 研究・討議１                      

◎小林 知生（京都大学大学院）「クレーン周辺の三次元地図作成における視差画像統合手法の検討」 

 

村元 至穏（大阪工業大学大学院）「相対速度指数による一般道の評価方法について」 

現在の日本の道路空間は、少子高齢化の到来、交通事故などの課題や道路空間におけるニーズの多様化な

どの社会情勢の変化の影響を受け、車を中心として行われてきた整備などが歩行者といった人を中心として考

え始められている。われわれは人中心の整備などを考えていく中で道路を利用する心理的な状況を加味してい

く必要があると考える。そこで本研究では道路を利用する交通手段（歩行、自転車、車など）は互いに影響を及

ぼし合っていると仮定し、移動速度と占有幅に着目してお互いに及ぼし合う影響について可視化をおこなう手

法をみいだした。 

 

◎宇田 航希（東京農工大学大学院）「時間経過を考慮した農業干ばつ発生時の気象条件解析 ―サブサハラ

アフリカにおける試み―」 

 

鎌苅 章太郎（摂南大学大学院）「地上撮影動画像から作成された 3 次元点群データを用いた道路幅員推定に

関する研究」 

少子高齢化により，多くの業界で将来的な人手不足が懸念されており，IT技術を活用した業務の効率化が期待

されている．固定資産税の評価業務についても，調査員による現地調査によって，宅地前の道路幅員などの詳

細な道路状況の確認が行われており，業務の効率化が求められている．そのため，カメラや LiDAR などの高性

能なセンサーを搭載した移動計測車両を用いることで取得される道路空間の 3次元点群データが活用されてい

る．しかし，移動計測車両による計測は現状コストが高いという課題がある．そこで，本研究では比較的安価な民

生カメラを用いて撮影された動画像から 3次元点群を作成し，点群データから道路幅員の推定を行った． 

 

海江田 智也（東京農工大学大学院）「群落光合成モデルを用いた圃場レベルの日成長バイオマス量の推定」 

葉面積指数（LAI）は作物の成長量を知る上で重要な指標の一つであるが、LAI を直接的に測定するには破壊

的手法を用いる必要がある。一方、群落内の光の透過率から LAI を推定する間接法は、光量子センサを用い

て連続的に観測可能である。本研究では UAV および地上から週一回の頻度で撮影したマルチスペクトル画像

とRGB画像を用い、画像から得られるNDVI及び群落高と光の透過率との関係を明らかにし、LAIを推定した。

さらに LAI 推定値と直達・散乱光の１０分値を入力値として群落光合成モデルに適用して、一日ごとの成長バイ

オマス量を計算し、圃場スケールの作物の日成長量を面的に推定することを目指す。 

 

セッション 4 研究・討議 2                       

◎研谷 朋花（京都大学大学院）「写真とそのメタデータを用いた居住国ごとの観光者の興味と観光行動の分

析：京都市とその周辺地域を対象として」 

 

寺西 由夏（京都大学大学院）「 Identification of Inconsistent Areas between Interpolated GNSS and Actual 

Ground Deformation for Estimating 3-D Ground Deformation from SAR Images」 



Three-dimensional ground deformation estimation using Synthetic Aperture Radar (SAR) and Global Navigation 

Satellite System (GNSS) is attracting attention as countermeasures against disasters related to civil engineering 

structures, such as landslides. While this method requires GNSS to be interpolated, the poor accuracy of the 

interpolation can lead to incorrect three-dimensional ground deformation estimation. To prevent accuracy 

degradation, it is useful to remove the interpolated ground deformation components that are inconsistent with the 

actual ground deformation and reanalyze. The challenge here is how to ensure consistency between interpolated 

ground deformation and actual ground deformation when the exact actual ground deformation is not known. We 

propose a way to identify the points where the actual ground deformation and interpolated ground deformation may 

not match, based on SAR images and GNSS that are available. It will enable more effective SAR analysis in the 

estimation of three-dimensional ground deformation. 

 

床井 晴香（摂南大学大学院）「The relationship between the spatial distributions of local population and land 

prices」 

Urban spongification, in which vacant land and vacant houses randomly occur in the central city area, is recognized 

as one of the problems for the urban management with respect to population decline. The decline of local 

communities, deterioration of public safety and landscape as well as falling land prices caused by “Urban 

spongification” may hinder the population concentration. Monitoring the spatial distribution of the population in 

urbanized areas is currently necessary. We therefore have developed an analysis method composed of a spatial 

autocorrelation analysis using the local population data. The relationship between population density and land price 

is popularly considered to represent one of the features of urbanization. However, the relationship between the 

spatial distributions of population and land price has not been clarified yet. In this study, we identify the relationship 

between the spatial distributions of local population and land prices. 

 

梶田 祥之介（大阪工業大学大学院）「旅行期待値を用いた観光地の評価手法」 

われわれが抱く旅行に対する期待は，様々な情報にもとづいている。観光先での活動について触れた研究は

多いものの，距離や時間といった目的地までの行程，行動に着目した研究は少ない．本研究では旅行の行程

における期待値を記述することで，観光地の差異を統計的に明らかにし，最終的にはＧＩＳを用いて行程にもと

づいた地域の現状を定量化することを目的としている．研究方法として，旅行期待値と居住地から観光地への

距離の関係，同様に交通利便性との関係の二つの項目についてアンケートにより調査をおこなった．結果より，

距離と交通利便性と旅行期待値との関係を明らかにし，結果を G I Sにて数値化をおこなうことで地域の構造を

表現した． 

 

大辻 翔太郎（大阪工業大学大学院）「公開空地における緑地性とレベル差に着目した感性価値の研究」 

公開空地は、都市計画において「場所の質」を向上させる重要な役割を担っている。近年では都市の拡大に伴

い、公開空地の緑地化が注目を集めている。緑地は都市環境の質を向上させ、市民の健康や快適性に寄与す

ると認識されている。また、地形的特性、特に周辺環境との高低差は、景観や利便性の向上だけでなく、適度な

開放性を保ちつつプライバシーを確保するという重要な要素であると考えられている。本研究では、公開空地内

の緑地性と地形的な高低差に焦点を当て、利用者に及ぼす影響と行動心理を分析し、公開空地の感性価値を

高める要因を把握するための心理評価実験を行った。 

 



クレーン周辺の三次元地図作成における視差画像統合手法の検討 

 
京都大学大学院工学研究科 ○小林知生・須﨑純一・大庭哲治・石井順恵 

株式会社タダノ技術研究所 Marek Ososinski 
 

1. 背景と目的 

昨今の建設現場では人手不足が深刻化しており，

解決策としてクレーンの自動操縦技術が注目されて

いる．その実現のためにはクレーン周辺の三次元地

図を精確かつ高速に作成する必要がある．先行研究

[1]では旋回するクレーンブーム先端から撮影された

動画像を対象とし Simultaneous Localization And 

Mapping (SLAM)を用いて三次元復元を試みたが，点

密度や安定性に限界があることが判明した．そこで

本研究では視差画像作成手法である Semi-Global 

Matching (SGM) [2]に注目し，作成した視差画像同士

を適切に統合することで三次元復元を行った．この

手法では使用画像の重複領域内の全画素で視差が計

算されるため密な点群が得られるという利点がある． 

 

2. 本手法の概要 

 
図-1 提案手法のフローチャート  

 

 本手法の流れを図-1 に示す．本手法では，ペア画

像を平行化する際に各画像を事前に適切な角度だけ

回転させることで平行化精度の向上を図った．また

平行化の際の基準平面（視差が 0 となる画像内の平

面）は，平面上の特徴量の豊富さにより決定される

ため，画像ペアごとに不揃いである．本手法では隣

接視差画像の重複領域における視差分布の比較によ

り計算したオフセット値を片方の視差画像の視差値

に足し合わせることで視差の基準合わせを行なった． 

 

3. シミュレータ動画像への適用 

 本手法をシミュレータ動画像に適用した結果が図

-2 である．なお使用した動画像には地面や直方体型

の建物モデル，クレーンの基部部分などが写る． 

 
図-2：最終視差画像 

 

4. 結論 

旋回するクレーンブームモデル先端から撮影され

たシミュレータ動画像に対し，SGM により算出され

た複数の視差画像を適切に統合するという手法によ

り，クレーン周辺の三次元地図を得ることができた． 

 

参考文献 
[1] 繁森央一ほか：ORB-SLAM2 を用いたクレーン周

辺の三次元地図のリアルタイム作成，土木計画学

研究委員会，第 63 回土木計画学研究発表会・講

演集，2021． 

[2] Hirschmuller, H.：Stereo processing by semi-global 
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時間経過を考慮した農業干ばつ発生時の気象条件解析 
―サブサハラアフリカにおける試み― 

東京農工大学大学院 ○宇田航希・山下恵 
 

1. はじめに 

サブサハラアフリカの半乾燥地域は，雨水を直接

利用する天水農業が主に営まれており，気候変動に

伴って多発している異常気象に脆弱である．特に近

年では，気象干ばつ（降水量が平均より少ない状態）

や，農業干ばつ（気象干ばつの継続によって起きる

植生や農業への被害）の発生に関する報告や衛星デ

ータ等を用いた研究が進んでいる． 

本研究では，時間の経過を考慮することで，農業

干ばつの発生期間中およびその前後の気象条件の特

徴を明らかにすることを目指す．さらに，乾燥以外

の植生劣化の発生要因（大雨）についても考察する． 

 

2. 手法 

解析対象領域はアフリカ大陸全域とし，特に半乾

燥地域 (Köppenの乾燥指数が 5.7~13.6の地域[1])を

関心領域として設定した．使用したデータは

MOD13C1 (正規化植生指数), CHIRPS (日降水量), 

CPC Global Unified Temperature (日平均気温) で，

使用した指標は VCI （植生条件指数），SPI（標準

化降水指数）,TCI（温度条件指数）, mR95pT(豪雨

指標 [2]) である． 

 

(1) 農業干ばつ期間中の気象条件変動の解析 

まず，農業干ばつを「VCI<20 の期間が 3 期以上

連続」かつ「生育期間内」と定義し，発生地点と期

間を検出した．次に，農業干ばつ発生期間を初期・

中期・後期の 3 つのフェーズに分け，各フェーズの

気象条件がどのように変化するのかを調べた． 

(2) 農業干ばつ発生要因の検証 

乾燥状態の時に農業干ばつが発生する確率（式 1）

と，同一湿潤条件下での豪雨の有無による農業干ば

つ発生への寄与の大きさ （式 2）を求めた． 

𝑃 𝐴𝐷 = 1 𝑆𝑃𝐼 = 𝑥 (1) 

𝐴𝑇𝐸 = 𝑃 𝐴𝐷 = 1 𝑆𝑃𝐼 = 𝑥 , 𝑚𝑅95𝑝𝑇 = 𝑥  

−𝑃 𝐴𝐷 = 1 𝑆𝑃𝐼 = 𝑥 , 𝑚𝑅95𝑝𝑇 = 0 (2) 

ここで，AD: 農業干ばつ発生の有無; 𝑆𝑃𝐼 : 農業干

ばつ発生期間中のSPIの代表値; 𝑚𝑅95𝑝𝑇 : 農業干ば

つ発生期間直前のmR95pTの大きさ; である． 

 

3. 結果と考察 

気象条件の変動からは，短期間 SPI (SPI16days, 

SPI1) は変動が大きく，特に後期フェーズでは湿潤

を示すこと，そして中期 SPI (SPI3, SPI6) は農業干

ばつ期間全体を通して変動が小さく，常に低い値

（＝乾燥）を示すことが分かった．これらの結果か

ら，短期間 SPI は農業干ばつの開始や終了のタイミ

ングの検出に，中期間 SPIは農業干ばつ期間中の乾

湿状態の代表値として有用であることが示唆された． 

発生要因の検証では，乾燥が激しくなるほど農業

干ばつ発生確率が上がること(Fig. 1)，また，湿潤

条件下では農業干ばつ発生確率は低いものの，豪雨

の有無によって農業干ばつ発生リスクが高まること 

(Fig. 2) が分かった．  

Fig. 1 各乾湿条件別の農業干ばつ発生確率 

Fig. 2 湿潤条件別・豪雨条件別の農業干ばつ発生確率 

4. 参考文献 
[1] C. Quan, S. Han, T. Utescher, C. Zhang, and 

Y. S. C. Liu, “Validation of temperature-
precipitation based aridity index: 
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次学術講演会発表論文集, pp. 121–124, 2023. 



写真とそのメタデータを用いた居住国ごとの観光者の興味と観光行動の分析： 

京都市とその周辺地域を対象として 

 

京都大学大学院 ○研谷朋花 

大阪工業大学  木村優介 

京都大学大学院 大庭哲治・須﨑純一 

 

1. 背景と目的 

感染症の流行によって減少した観光者は，外国人

を中心に再び増加しつつある．さらなる観光者の増

加に向け，彼らの実態を把握する必要がある．本研

究では，観光者の居住国ごとの興味と観光行動の傾

向の違いについて分析した． 

 

2. 方法 

2015 年からの 5 年間に撮影された写真を Flickr か

ら取得した．これらの写真の撮影者に対し推定され

た居住国[1]，および撮影者の興味を表す被写体の分

類[2]を用いて，撮影者の居住国と被写体，観光スポ

ットに関する対応分析を行った． 

 

3. 結果・考察 

居住国に注目すると，第 1 軸において在住者は観

光者から離れた位置にプロットされた（図-1, 2）．こ

のことから，在住者は他の観光者と異なる観光行動

や興味の傾向を示すことが確認された．外国人観光

者においても，特に被写体の傾向に関連して，アジ

アの国と欧州の国がそれぞれ上下に分かれてプロッ

トされ，地域による違いが見られた（図-2）． 

観光スポットごとの被写体の傾向は放物線を描き，

右上には飲食店の多い繁華街と Food の被写体，左上

は自然豊かな観光地と Water の被写体，中央には寺

社などの京都の観光地と Temple などの京都の典型

的観光行動を示す被写体がプロットされた（図-3）．

この結果は居住国に関係なく全体の傾向を表してい

る．図-1, 2において在住者付近にある観光スポット

と被写体（醍醐寺, Flowerなど）は，図-3において左

上にまとまっていることから，在住者が写真を撮る

傾向が強い観光スポットで撮影する被写体の傾向は，

全体の傾向と一致したと判断できる．さらに，在住

者同様に周辺にプロットされた点の箇所を図-3 と見

比べることで，全体と同様の傾向を示した国とそう

ではない国を特定した． 
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図-1 居住国ごとに撮影された 

観光スポットの傾向（撮影人数） 

図-2 居住国ごとに撮影された 

被写体の傾向（撮影枚数） 

図-3 観光スポットごとに撮影された 

被写体の傾向（撮影枚数） 



ユースケースを見据えた 3D 都市モデル（LOD2 建築物）データ整備の取組み 

 
株式会社パスコ関西事業部 三宅翔平 

 
1. はじめに 

国道交通省が主導する 3D 都市モデルの整備・活

用・オープンデータ化プロジェクトである Project 

PLATEAU(プラトー)が 2020 年にスタートし、日本全

国で 3D 都市モデルの整備が進められている。この

プロジェクトは、3D 都市モデルを利活用し、様々な

分野でユースケースを開発することで社会課題の解

決やまちづくり DX の推進に貢献することを目的と

している。[1] 

 本稿では、兵庫県三木市において取り組んでいる

災害時における垂直避難の可能性検討を目的とした

災害リスク情報の可視化というユースケースについ

て、作成する LOD2 建築物のモデリング及びテクス

チャ貼付けの作業事例について記述する。 

  

2. ユースケースを見据えた LOD2 建築物の作成 

図 1 に LOD2 建築物の作業フローを示す。 

 

 

 

 

 

 

図 1 LOD2 建築物データ作成フロー 

 

対象の建築物を様々な形状にあわせて 3 次元でモ

デリングし、モデル化した屋根面に写真地図の画像

を貼り付ける。壁面については、現地で写真撮影を

おこない、壁面ごとに鮮明なテクスチャの貼付けを

おこなった。 

 

 

 

 

 

図 2 左：モデリングデータ 右：テクスチャ貼付後 

3. 考察 

ユースケースの目的である垂直避難の可能性検討

という視点では、視覚的に建築物の外観を認識でき

るデータであることが重要である。テクスチャの貼

付けや階段形状を取得したことで、3 次元の災害リ

スク情報を重ねると災害時の状況がより分かりやす

くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ユースケース成果イメージ 

 

4. 最後に 

今まで、2 次元で見ていた建築物を 3 次元に、ま

た 3 次元の建築物にテクスチャを貼り付けることで

誰が見ても視覚的に分かりやすいデータを作成する

ことができた。今後はテクスチャ貼付けにおける作

業手法の検討や本業務で整備する 3D 都市モデルに

ついて、今後の利活用方法の検討及び定期的な更新

サイクルの検討が必要であると考えられる。 
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傾斜補正機能付 GNSS受信機を用いた現地作業における有意性の検討 

 

国際航業株式会社 公共コンサルタント事業部 

西日本地理空間情報部 基盤情報グループ 河野大志 

 

1. 背景[1] 

社会資本を支える測量業は，現地作業者不足の課

題を解消する必要があり，業界の生産性向上が必要

不可欠である．一方で，自治体における道路台帳補

正業務や土地の分割評価業務の現地作業は従来型の

メジャーや TS（トータルステーション）を用いた計

測手法が主流であり，生産性の向上を図る余地があ

ると考えられる．本論では，傾斜補正機能を有する

GNSS 受信機「GS18i」を用いた生産性の向上策につ

いて検証を行った． 

 

2. 傾斜補正機能付 GNSS受信機 

傾斜補正機能付 GNSS受信機（以下 GS18iとする）

が持つ 2つの特徴を用いて検証を行う． 

①チルトコンペンセータ（傾斜自動補正）機能 

アンテナを取り付けるポールの鉛直軸と成す角度

が 30°を越えなければ FIXした座標値を取得できる． 

また、傾けたまま計測することで、従来の GNSS受信

機ではアンテナやポールが接触し観測できない場所

でも作業を行うことが出来る。 

②CADファイルデータの出力 

取得した座標データを simaや txtだけでなく結線

した状態で CAD ファイルを出力することが出来る． 

 

 

 

 

 

 

  

 

3. GS18iによる検証結果 

前述した 2 つの業務において、従来の計測手法と

GS18iを用いた場合の計測手法について比較を行い，

得られたメリットについて下記の通りまとめる． 

①道路台帳補正業務 

 TS やメジャーでは作業者が 2～3 名必要かつ、TS

の操作技術が必要であったが、GS18i であれば図 1

中右図のように計測が容易に行えるため、作業員の

スキルに左右されない利点がある。また、結線され

た CAD ファイルを出力することで、道路台帳補正業

務に必要不可欠な結線処理の作業が不要になる。 

②土地の分割評価業務 

 この業務の検証事例においては、土地の面積を「三

斜求積」という土地を複数の三角形に分割し、それ

ぞれの面積の総和から面積を算出することで土地の

評価を行う。従来は、この三斜求積を行うために土

地の各辺長を計測する必要があった。しかし、GS18i

であれば土地の各頂点を計測し、CAD ソフトウェア

上にアウトプットすれば、自動で面積の算出が可能

になるため、三斜求積が不要になる。 

 

4. まとめ 

上記の検証例から GS18i を適用することで、下記

のような利点が挙げられることが分かった． 

①技術条件の緩和（作業者の技術条件） 

②作業人数の省力化 

③作業工程数の低減 

 以上 3 つの利点から、現地作業における生産性の

向上に貢献できることを示すことが出来た。 

 しかし、衛星情報を受信できない環境では GS18i

を運用することは出来ないため、現地の衛星取得環

境を事前に把握する必要性がある。 

今後の課題として、GS18i による費用対効果の算

出と、利活用すための諸条件を明確に定めることが

必要であると考えられる。 
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図 1 GNSS受信機の比較 

左図：従来型 GNSS受信機 右図：GS18i 
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